
 

 

                       
 
 
 
 
 

作品展・学校開放日 

10 月 11 日（金）・12 日（土）に、「試して！感じて！伝えよう！～広げよう 万場っ子の思い

～」というテーマで作品展を開催しました。12日（土）の学校開放日に公開したペア学年による

鑑賞活動では、それぞれの作品について紹介し合いました。互いに質問したり、一生懸命説明し

たりする姿が見られました。お忙しい中、多くの保護者の方々にご観覧いただき、ありがとうご

ざいました。 

 

アンケート結果 

ご協力いただきましたアンケート結果がまとまりましたので、ご報告いたします。 

＜質問紙によるアンケート＞ 回答数 141／在籍数 338 名 回答率 42％（前年度比＋１％） 

Ａ：大変そう思う Ｂ：だいたいそう思う Ｃ：あまりそう思わない Ｄ：全くそう思わない 

※ 紙面の都合上、主なものを掲載させていただきました。 

１．お子さんは、自分のめあてをもって意欲的に取り組んでいた。 

 

 

〇工夫した所や苦労した所、改善点、振り返り等も自分から話して

くれました。過程も含め、良い作品・作品展になったと感じます。 

〇日々、自分で考えて行動できるようになってきていると感じます。 

〇どの学年も何か決まったものを製作するのではなく、自分で想像

したものを形にするような課題でよかったと思いました。 

２．お子さんは、楽しみながら作品の制作に取り組んでいた。 

 〇楽しんで取り組んでいたことがよく伝わる作品展でした。持ち帰

った作品を大切に部屋に飾っている様子が微笑ましかったです。 

〇普段の活動の延長に、今回の作品展があった雰囲気を感じたので、

通常の授業でも楽しんで活動しているのだろうと思いました。 

〇作品を作りながら、次から次へアイデアが湧いたようで、自宅で

も作品について話してくれました。「頑張って作ったから、絶対見

に来て！」とうれしそうに話してくれました。 

３．お子さんは、自分の思いを作品に表現することができていた。 

 

 

〇一人一作品という形式がとても良く、思いや創造力をしっかり感

じることができました。また、自分の作品について説明してくれる

姿がとても微笑ましく、成長を感じました。 

〇以前から作品について話してくれていましたが、実際に見てみる

と、一生懸命取り組んだことがよく分かりとても感心しました。ど

の子の作品も個性があふれていて、楽しく見させていただきました。 

〇頑張った所、工夫した所をとても力説しながら教えてくれました。

本人の好きなものの世界観を上手に再現できていたと思いました。 
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４．お子さんは、自分や友達の作品のよさを見つけていた。 

 〇作品を見ながら、ペアでの鑑賞の時間のことなどを教えてくれま

した。その時間がとても楽しかったようです。 

〇みんなの作品のよい所を見付けられていたのがとてもよかったで

す。製作から鑑賞まで楽しんでいる様子がよく伝わり、こちらもう

れしく思いました。 

〇自分の友達の作品や他学年の印象に残っている作品などを案内し

てくれたので、きちんと他の作品も見ていたんだなと思いました。 

５．作品展を終えたお子さんは、笑顔や満足している様子だった。 

 
 

〇作品展で丁寧に絵を製作した体験により、絵を描くことの楽しさ

に気付き、家でもイラストなどを描くようになりました。絵が得意

ではなかったようですが、少し自信が出てきたようです。 

〇素敵な作品展でした。本人も楽しんで作品展に参加していました。 

＜自由記述欄＞ 

【開場時間について】 

〇（ＰＴＡボランティアの方より）当番をしましたが、入場時間ギリギリで来る保護者の方を見

て、仕事の後に駆け込んで来たんだなと思いました。金曜日の 19 時まで作品展をやっているの

は良いと思いました。 

〇土曜日だったので、夫婦でゆっくり見られて、良かったです。 

●平日の鑑賞終了がもう少し遅いと助かります。仕事終わりにしか鑑賞できない方もおられると

思いますので、働き方改革等もある中で難しいかと思いますが、ご考慮頂けるとうれしいです。 

●開放日のペア鑑賞のない時間を、保護者が鑑賞可能な時間にすることは難しいのでしょうか。 

【作品点数や、展示会場・展示方法について】 

〇みなさんの作品に躍動感があって、万場小学校のおおらかさや、個性の豊かさを感じました。 

〇例年より一人ひとりが凝っている印象でした。「図画工作専科教員の配置」や、「作品展に向

かう気持ち」などの子どもたちのよい面が、よい作品展に繋がったのではないかと思いました。 

●規模が小さくなって、見応えがなくなってきています。 

●作品が一つしかないので物足りなく感じました。 

●合作作品などあれば、より楽しめたかもしれません。                など 

ＰＴＡボランティアとして会場管理にご協力いただきました保護者の皆様、ありがとうござい

ました。また、作品点数や、展示会場・展示方法に関するご意見・ご感想は、今後も子どもたち

の想いをより多くの方に届けられるよう、行事開催のあり方の検討に生かしていきたいと思いま

す。今後とも、本校の教育活動へのご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。 
 

〈作品展会場での子どもたちの様子〉 
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